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はじめに
　秋田大学の教養教育科目「教養ゼミナール−実
験で学ぶ食と生物学」は，ライフサイエンス系の
科目であり，2016 年度より，理系学生・文系学生
の両者を対象とし，観察・実験を行う科目として
実施してきた。
　解剖実験などの実体験をともなった教養教育科
目の実施は，石井（2017）が指摘しているとおり
重要であり，その成果も石井（2018）の報告であ
るように大きなものであるが，コロナ禍によって
2020 年度より，これまで普通に実施していた対面
授業が困難な状況になってしまった。
　コロナ禍になって初めて，これまでごく普通に

実施していた対面授業形態の価値や効果を実感す
るとともに，遠隔授業形態の困難さに直面した。
　そして，およそ遠隔下では，実験を伴う授業の
実施は絶望的と，少なくとも著者はそう感じていた。
　しかし，遠隔授業の形態であってもなんとか，
効果をあげるべく工夫を凝らし「教養ゼミナール」
を，学生による解剖や観察を組み込み，これまで
3 期実施したので報告したい。

遠隔授業で使用したツールについて
　秋田大学で 2020 年度の前期から使っている
遠隔授業のツールは，大学でのすべての授業科
目 に ほ ぼ 共 通 し て い る。 以 下 の Zoom お よ び
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WebClass のシステムは，ともに大学として全教
員が利用できるように整備されている。
　本授業科目では，ライブ配信型により遠隔授業
を行い，すべての授業を Zoom（Zoom 社による
インターネット会議システム）のミーティングを
利用して行った。
　ライブ配信の授業中に小テストを課す場合，あ
るいはレポート課題などを課す場合は，Zoom の
ミーティングを中断して，秋田大学の WebClass

（WebClass は日本データパシフィック株式会社に
よる大学向けのラーニング・マネジメント・シス
テム，いわゆる e-learning システム）に学生自身
にログインしてもらい，各自に小テストを受けて
もらったり，課題を提出してもらったりした。
　秋田大学では，以前から WebClass を導入し
ていた。著者は 2020 年度から本格的に授業に
WebClass を組み入れた。
　 実 際 の Zoom に よ る ラ イ ブ 配 信 授 業 で は，
Zoom の画面共有機能を使って，あらかじめ用意
した様々な教材を電子ファイルで提示することに
よって行うとともに，手持ちカメラを Zoom に接
続して実物などを投影して行った。

秋田大学での遠隔授業の実施
　秋田大学の 2020 年度の前期科目はすべて遠隔
で実施するとの学内ルールとなり，2020 年度後期
からは，遠隔授業と対面授業の 2 つの授業形態の
併用ルールとなった。2 つの授業形態を 1 つの授
業科目内で行うことも実施された。
　2020 年度の前期から，学生，教職員ともに，遠
隔授業のツールである，Zoom，WebClass などの
使い方を事前に学んでから授業を実施したため，
大きな混乱もなく遠隔授業は実施された。しかし，
通信環境について，受講困難学生への支援も大学
として必要となった。
　2021 年度からの秋田大学入学生にはノートパ
ソコンの必携化が課せられたこと，そして，通信
技術，IT 技術により接している Z 世代のためか，
2021 年度の入学生は，新入生ながらもスムーズに
遠隔授業を受講していたと感じている。
　本科目について，2020 年度の前期は，8 回の授
業をすべて遠隔で実施した。2021 年度の前期と後
期もすべて遠隔で実施した。
　2021 年度は，対面授業で実施してもよいのが学

内ルールであったが，いつ，授業者や受講者がコ
ロナ禍によって対面授業に参加できない事態にな
るか不明であったこと，さらには，対面授業を行っ
たとしても接近して指導をできないため効果が少
ないこと，があったため，前期も後期もすべて遠
隔で実施した。
　2020 年度の前期の受講学生数は 17 名，2021 年
の前期の受講学生は 9 名，2021 年度後期は 15 名
だった。

本授業科目の実施内容について
　「教養ゼミナール−実験で学ぶ食と生物学」お
よび秋田大学のライフサイエンス系の科目の授業
概要や趣旨については，石井（2017）が報告して
いるとおりである。
　「教養ゼミナール−実験で学ぶ食と生物学」は
実験を行う 1 単位の科目であり，90 分の授業が合
計 8 回のプログラムである。2016 年度から開講さ
れたこの授業には，大学生自身が生き物を解剖し
て観察し，可能な場合には食す，という内容が 3
つ含まれていた（石井，2017）。
　もちろん食べることを行ったのは，食材の鮮度・
衛生面の問題をクリアした場合のみであり，さら
に学生の自由な意思で食してもらった。
　2019 年度までは，授業はすべて大学内の実験室
にて実施していたが，コロナ禍に見舞われた 2020
年度と 2021 年度は，Zoom と WebClass による実
施となった。すなわち，受講学生は，大学の実験
室ではなく，自宅で遠隔授業を受講した。後述す
るように，自宅でも鮮度・衛生面などの問題がク
リアした場合かつ食べたい意思がある場合は，学
生に自由に食べてもらった。

　実施した順番は異なるものの，2020 年度と
2021 年度の遠隔下での授業の内容はほぼ同じであ
り，以下の通りであった。

１ ：ガイダンスおよび食材の観察道具である顕微
鏡の歴史と操作法の基本を学ぶ。

２ ：顕微鏡を用いて観察対象のサイズを測定する
方法を学ぶ（対物ミクロメーターと接眼ミクロ
メーター）。

３ ：スマートフォン，タブレットあるいはノート
パソコンを顕微鏡にする方法を学び，自宅にて
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実際に受講学生が観察を行う。
４ ：食材となっている生き物の細胞を顕微鏡レベル

で学ぶ（教員によるデモ観察画像の提示による）。
５ ：食材となっている動物の体のつくりを理解す

るために，マボヤの体つくりを観察する（教員
による映像資料の提示による）。

６ ：食材となっている動物の体のつくりを理解す
るために，煮干しを受講学生が実際に解剖して
観察する。

７ ：海洋生態系およびグローバルな食品流通を理
解するために，食材となっている海洋生物を観
察するために，受講学生が実際にシラス干しを
観察する。

８ ：食材からの DNA 抽出実験を画像から学び，
遺伝子組換え食品の危惧を理解する。

　実験で学ぶ，というタイトルであるので，コロ
ナ禍での遠隔下であっても，大学生自身に生き物
を解剖して観察してもらうためにどのような工夫
をしたのかを次に説明する。
　3 のスマートフォンやタブレットを簡易な顕微
鏡にして観察してもらう回では，実際に Zoom の
授業内で，スマートフォンなどを顕微鏡にして観
察する方法を伝授したのち，自宅で，身近なもの
を観察してもらい，その画像を提出してもらった。
この内容は，遠隔下になって初めて導入したもの
である。
　学生が実際に観察したものは，塩の結晶，テッ
シュペーパー，野菜の葉，食パン，10 円玉，マス
ク，などであった。
　コロナ禍以前，5 では海産動物である「マボヤ」
の血液を顕微鏡観察した後，解剖し，可能な場合
は学生自身にマボヤを試食してもらっていた。そ
して，マボヤに存在する 10 種類くらいの血球（Ishii
ら，2004；石井と原田，2015）のうち，4 種類の
血球を顕微鏡観察してもらっていた。
　遠隔下では，マボヤの血液の映像も解剖の様子
もすべて著者が準備した映像資料を提示しただけ
になった。
　コロナ禍以前の 6 では，アサリを解剖し，心臓
が拍動しているところを学生自身で確認すること
を目標とした。解剖後，アサリは一切食べなかっ
た。そして，遠隔下ではアサリの心臓観察テーマ
を実施しないこととした。

　その理由は，アサリの心臓の拍動を観察するた
めには，慎重に殻をはずさないといけないのだが，
そのコツを Zoom で伝えるのは難しいからである。
また，鮮度のよいアサリが必要となるため，学生
に準備してもらうのも困難と判断した。
　同じくコロナ禍以前の 6 では，マアジ煮干しと
カタクチイワシ煮干しを煮てやわらかくしたもの
を用いて解剖を行った。目標を，脳・耳石・エラ・
心臓，の取り出しとした。発展としてさかなのさ
かな，の取り出しを課題とした。そして実験後，
食べたい学生には，魚を食べてもらっていた。
　遠隔下でも，学生に前もって煮干しの魚を用意
してもらい，各自で自宅にて解剖・観察を行っても
らった。そして食べたい学生には食べてもらった。
　コロナ禍以前の 7 では，2 ～ 3 産地のシラス干
しを用意して，学生にシラス干しの主体であるカ
タクチイワシの稚魚および混ざってくる海の生き
物を観察してもらった。その時，食べたい学生に
は，シラス干しを食べてもらっていた。
　遠隔下では，2 通りの実施方法となった。1 つは，
あらかじめ学生にシラス干しを小売店から購入し
て準備してもらい観察を自宅で行ってもらう方法
であった。その後，自由に食べてもらった。もう
1 つは，著者がシラス干しに混ざる海の生き物の
実物を Zoom 越しに提示する方法であった。
　以上のように，8 回の授業の内，学生自身に自
宅で観察などの実践を行ってもらったのは 3 回（あ
るいは 2 回）となった。
　学生が自宅で解剖や観察などを行うのは基本的
には授業時間内とし，学生が作業を行っている間，
授業者である著者は，Zoom の画面の前に待機し，
学生からの質問にすぐに応えることができるよう
にしていた。

授業中の課題の提出物と評価方法
　授業中の課題の提出物：スマートフォンなどを
顕微鏡にする回では，各自，自宅で入手できる
ものを顕微鏡観察してもらい，その成果写真を
WebClass に提出してもらった。
　煮干しの魚の解剖の回では，取り出しを指示した
臓器の接写写真を WebClass に提出してもらった。
　シラス干しの観察の回で実際に学生に自宅で観
察を行ってもらった場合は，シラス干しに混ざる
他の生き物の接写写真を WebClass に提出しても
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らった。
　WebClass への写真の提出は，基本的にすべて
授業中に完了してもらった。
　評価方法：授業中の課題として写真の提出を課
した以外の回では，WebClass 上で小テストを授
業中に学生に受験してもらった。小テストの内容
は，授業を振り返りまとめるのに役立つ内容にし，
10 分以内に回答できるものとした。
　解剖・観察を伴う授業なので，毎回出席をとっ
ていた。授業中の提出物，小テスト，の合計を
100 点にして評価した。

遠隔下において，学生自身による解剖・観察を組
み込むポイント
　コロナ禍により，学生は制限を余儀なくされ，
大学生活の満足度が低くなっていた。そのため，
遠隔での授業となっても，できるだけ自宅でも行
える実験をと考えた。
　その観点がキッチン実験である。自宅の台所に
ある道具を用いて，安全で体験的に，しかも簡単
な実験を行ってもらい，実験の楽しさを味わって
もらう。そして，ある程度の教育効果を目指す，
ことを考えた。
　8 回の授業回すべてにおいてキッチン実験を行
うことは，実験の準備の関係から学生への負担に
なる。そこで，4 回を目安に授業に組み込むこと
にしたが，実際には，2 あるいは 3 回の組み込み
となった。
　ただし，8 回の授業内容のうち，食材の細胞を
観察すること，マボヤを解剖してみること，野菜
や果物から DNA を抽出してみること，の 3 つの
テーマについては，少し準備に手間はかかるもの
の，やる気さえあれば自宅で実施可能であること
を伝えた。授業中には，その方法について，詳細
に解説を行い，また，ぜひ，自学自習として挑戦
してほしいことを伝えた。
　よって，8 回の授業テーマのうち，6 回分につ
いては，自宅で実体験可能なテーマであった。

遠隔授業の結果
　2020 年度前期の受講者 17 名は，すべて単位が
認定された。欠席は全体で 3 回（すべて別の学生）
だけであった。
　2021 年度の前期は 10 名が履修していたが，う

ち 1 名が途中で放棄したため 9 名が単位を認定さ
れている。この 9 名の出席率は 100% であった。
2021 年度の後期は 15 名が履修し，15 名が単位を
認定された。欠席は全体で 2 回（別の学生）だけ
であった。3 期のいずれにおいても，高い出席率
となった。
　毎回の授業の冒頭で出席をとっているが（Zoom
の入室情報による確認だけではなく），毎回の授
業で，課題や小テストを課しているため，自ずと
出席しないと単位が取れないのは明白なため，出
席率が高くなったものと思われる。
　遠隔授業により，学生が不利益とならないよう
に次のような対策を講じた。
　まず，欠席した回のために，あるいは授業中に
通信環境の悪化により Zoom のライブ配信が断続
的になった場合のために，さらにオンデマンドで
いつでも復習できるようにするために，授業で提
示した電子ファイルのほとんどをその日のうちに
WebClass 上に掲載し，学生が自由に閲覧できる
ようにしておいた。
　次に，通信環境の悪化により，評価が不利にな
らないように配慮も行った（小テストを時間外に
受験するのを認めたり，提出物の締め切りを延長
したり，など）。
　学生からの声：秋田大学の教養基礎教育科目の
8 回ものの授業科目については，8 回を終えた時
点で授業アンケート調査を実施している。
　2020 年の前期では，17 名の受講者中 10 名が授
業アンケートに回答してくれた。回答結果は，各
質問項目の（満点 4 点）の平均点が 3 点台の後半
であった。自由記載への回答は無かった。
　2021 年の前期では，受講者 9 名のうち回答者 1
名のみで，すべての質問について満点の 4 点の回
答であった。自由記載への回答は無かった。2021
年の後期では，15 名の受講者のうち 2 名が回答し
てくれ，各質問項目への平均点は 3 点台の後半で
あった。自由記載への回答はなかった。
　2020 年 と 2021 年 の 授 業 ア ン ケ ー ト 調 査 は，
WebClass 上で，学生が自分のペースで任意に
回答する方式によって行った。2020 年の回答率
59％であるのに対し，2021 年の回答率は，11％
と 13％であり，回答率が低かった。
　2020 年は，前期には学生が大学に入構できな
かったため，それなりに時間的にゆとりがあった
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のに対し，2021 年度は，対面授業と遠隔授業が混
在したため，時間にゆとりがなくなったのが，授
業アンケートへの回答率の低下に関係しているよ
うに考えている。
　遠隔で実施した 3 期分の授業アンケート調査結
果により，回答率は高くないが，遠隔でも学生が
満足し，シラバスに書かれた授業目標を達成した
と感じている，と考えている。

遠隔授業と実験の授業について
　遠隔下で困ることは，解剖・観察などに必要な
機材と実験材料をどうするか，そして，どのよう
に指導するか，であった。
　それならば，大学のルールが許せば，対面で実
施するか，対面で実施できないのであれば休講に
するか，である。
　そもそも対面実験で，新型コロナウイルス感染
を予防しながら，顕微鏡観察を行い，さらに，個
別指導を行う，というのはとても難しい。使用す
る道具を個人ごとに配布・準備し，学生間の共用
を一切禁止しても無理がつきまとう。
　なぜならば，学生が覗いている顕微鏡を教員は
覗けないからである。顕微鏡の接眼レンズから粘
膜感染が起こることが知られているからである。
それならば，学生が検鏡したものを確認できない
し，解説もできない。また，学生に接近してはい
けない，ということなので，近くにいって，教員
の手さばきをみてもらう，ことも無理である。
　8 回すべての授業において学生が実験を行わな
くてもよいのではないか，自宅でも可能な実験が
あるはず，との思いで，遠隔下での実験科目の実
施に踏み切った。教養教育なので，少しでもライ
フサイエンスについて，実験を通して学んでもら
えたら，授業目標を達成できるとも考えた。
　本科目を遠隔により 3 期実施した。その結果，
遠隔下でも十分に実験を伴う科目を実施できるこ
とがわかった。

遠隔における主体的な学びの担保
　大学で実施される遠隔下の授業では，学生側は
真のアクティブラーニングであること，教員には
学生のアクティブラーニングをいかに担保するシ
ステムを構築するか，が重要と考えられる。
　石井（2021）では，コロナ禍において実施した，

ライフサイエンス系の座学の教養教育科目の成果
を述べている。そこでは，遠隔で実施した授業に
おいても，授業目標が十分に達成できたこと，学
生が満足できたこと，さらには，学生がアクティブ
ラーニングを実感できたこと，が述べられている。
　アクティブラーニングが大学での学びにも当然
重要であることが，これまでに小田（2016），清水・
橋本（2012），橋本（2017），石井（2019）などで
述べられてきている。
　対面授業がほとんどであったコロナ禍以前で
は，教室にいる学生が対象であり，その学生たち
がいかにアクティブラーニング状態になるか，に
教員サイドは注力してきた。
　コロナ禍では，遠隔となって，目の前に学生が
いないか，いても画面越しである。一見，遠隔で
あるとアクティブラーニングを実施するのは，よ
りハードルがあがったように思われる。その理由
として，Zoom ミーティングなどで，学生側のカ
メラがオフになっている（2020 年，この状態が大
学側から推奨された）と，授業にきちんと参加し
ているのか，心配だからである。
　2020 年の前期から 2021 年の後期までではある
が，著者が Zoom のミーティングでライブ配信型
授業を行った経験からすると，学生側のカメラが
オフであっても，学生はまじめにきちんと受講し
ていることがわかった。
　もちろん，授業中に質問を投げかけて，答えて
もらう，グループ討論をしてもらう，ライブ授業
で扱った内容をすぐにチェックテストで授業時間
内にテストする，などの工夫は行ってきた。
　コロナ禍となり，遠隔の授業が，全国あるいは
各国の大学で主流となると，個々の教員の課す，
それぞれの授業課題の多さがたびたび問題として
取り上げられたと思う。
　教員からすると，コロナ禍で学生が学習欲を持
て余してしまうのでは，という半ば親心に近い感
覚で課題を出していたのであるが，なんせ，コロ
ナ禍，という教員にとっても初体験であったため，
一つ一つの課題の多さが，学生にとってオーバー
ワークになってしまっていたようである。
　遠隔授業の受講と並行しての，学生にとっての
適度な課題量，を見極めるということは，引き続
き教員側の宿題である。
　著者が遠隔授業を行ってきて，強く感じている
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のは，学生はまじめである，ということであり，
その向学心を減衰させることなく，大学の授業で
遠隔下であってもアクティブラーニングにつなげ
ることができるように今後も授業実践と省察を重
ねていきたい。
　すでに，ポストコロナ禍に向けた新しい授業ス
タイルの実施が，全国の大学で始まっているとい
う。その一つにハイフレックス教育というスタイ
ルがある。
　これはブレンデッド教育の 1 種であり，これま
で本論で述べてきたような Zoom などのライブ配
信型授業（ライブ型教材）に加えて，その Zoom
などのライブ配信の録画（オンデマンド型教材），
そして対面授業（ライブ）を組み合わせたもので
ある。
　このハイフレックス教育では，大学の教室で対
面授業を受ける学生，その対面授業そのものをラ
イブ配信で Zoom などを通じて遠隔で受ける学生，
さらに，その授業を録画したものをオンデマンド
で受ける学生，が混在することになる。
　学生からすると，1 つの授業の受講方法に 3 つ
の選択肢があり，利便性が広がる。一方で，教員
からすると，どの方法においても等しく授業目標
を達成しないといけないため，授業運営のハード
ルはあがる。
　先行で実施している例から，ハイフレックス教
育では，音声環境に注意を払う（対面学習の学生
が目の前にいても，他の環境での受講学生のこと
を考え，ヘッドセットのマイクなどを使用するの
が推奨されている）必要があるという。
　ハイフレックス教育を提供するための機材を含
め，様々な準備が必要となってくる。授業準備のハー
ド面，ソフト面ともに周到な準備が必須となる。
　ハイフレックス教育という一例をあげたが，コ
ロナ禍とポストコロナ禍では，様々な形態の授業
が展開されるのは間違いなさそうである。どのよ
うな形態でも，授業目標を達成することが重要で
ある，という要を失うことがないよう，対応して
いきたい。
　最後に，繰り返しになるが，本授業科目におい
て，実験の手ほどきなどを，Zoom のライブ配信
授業において，手持ちカメラで教員の手元を拡大

して写し出したのはとても効果的であった。この
手法は対面だけの授業においても，そして，ハイ
フレックス教育を行う際にも有効であると考えて
いる。

キーワード
食と生物学の実験科目，遠隔下，大学の教養教育，
ライフサイエンス，生物の解剖実験
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